
て
の
塾
舎
を
造
り
、
教
育
に
専
念

し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
塾
生
は
明
治
５
（
１
８
７
２
）

年
で
男
50
人
、
女
30
人
で
あ
っ
た

と
言
わ
れ
、
翌
明
治
６
年
に
酒
々

井
小
学
校
の
前
身
で
あ
る
「
中
川

小
学
校
」
が
男
62
人
、
女
22
人
で

開
校
し
て
い
ま
す
か
ら
そ
の
規
模

を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
当
時
の
「
寺
子
屋
」
は
単
に
読

み
書
き
を
教
え
る
場
所
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
師
匠
が
弟
子
に
礼（
禮
）

を
通
じ
て
学
問
を
与
え
る
場
で
し

た
。
礼
（
禮
）
は
人
間
関
係
の
基

本
で
す
。『
き
ち
ん
と
挨あ
い

拶さ
つ

が
で

き
る
か
』『
人
を
敬
え
る
か
』『
人

の
過
ち
を
許
す
こ
と
が
で
き
る

か
』『
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
か
』
が
寺
子
屋
の

教
育
で
し
た
。

　
明
治
４
年
、
平
兵
衛
の
徳
を

慕
う
弟
子
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

「
寿じ
ゅ

陵り
ょ
う」

に
は
２
０
３
人
の
弟
子

た
ち
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
時
代
が
変
わ
り
学
習
を
す
る
内

容
は
変
わ
り
ま
す
が
、
学
習
の
目

的
は
人
生
を
よ
り
豊
か
な
も
の
と

す
る
た
め
の
知
識
と
、
社
会
を
と

も
に
生
き
て
い
く
た
め
の
知
恵
の

習
得
で
あ
る
こ
と
に
は
、
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会

教
育
班
☎

３
２
１

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
社
会
の
激
変
を
背
景
に
学
習

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ「
寺
子
屋
」

「
私
塾
」
が
全
国
的
に
群
立
し
ま

し
た
。
こ
の
状
況
は
人
口
減
少
と

高
齢
化
社
会
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
化
社
会
な
ど
日
本
人

が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

社
会
の
到
来
を
背
景
に
、
生
涯
学

習
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
現
在
と

似
通
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
時
代
、
酒

々
井
町
に
も
い
く

つ
か
の「
寺
小
屋
」

が
開
か
れ
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
で
い
ま
し

た
。

　
そ
の
ひ
と
つ
が

酒
々
井
下
宿
に
住

ん
で
い
た
石
井
平

兵
衛
が
開
い
て
い

た
「
青
樹
堂
」
で

す
。
平
兵
衛
は
江

戸
で
仕
立
業
と
学

問
を
学
ん
だ
後
に

酒
々
井
に
帰
り
、

仕
立
業
の
か
た
わ

ら
塾
を
開
き
、
弟

子
が
多
く
な
る
と

宅
地
内
に
２
階
建

　
10
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
自

主
的
な
学
習
を
支
援
す
る
「
学
ぶ

土
曜
日
！
青
樹
堂
～
わ
か
る
、
が

ん
ば
る
学
習
活
動
～
」
が
、
中
央

公
民
館
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
小
学
校
３
・
４
年

生
を
対
象
と
し
て
、
算
数
と
国
語

を
中
心
に
、
教
員
経
験
の
あ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
の
支
援
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

街かど
ウォッチング
H22.12.  1 3

公
民
館
開
催
講
座
「
学
ぶ
土
曜
日
！
青
樹
堂
」

バリアフリー化され、窓口カウンターも利用しやすく改修された役場中央庁舎1階

第１回青樹堂は、10月９日にスタートしました

児童20人に先生８人が熱心に指導していました

「
青
樹
堂
」の
歴
史
と
歩
み

酒々井にあった幕末の寺
子屋「青樹堂」は、平成
22年度に公民館事業とし
てよみがえりました。

講師は元教師の学習ボラ
ンティアの方々です。

「青樹堂」
せい  じゅ  どう




